
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立三室小学校 ）     学校番号 007                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 自ら学び 心豊かに たくましく生きる 児童の育成        

目 指 す 学 校 像 子どもたちが「思い描く幸せ」の実現を目指し、教職員、保護者、地域の Well-beingを実現する学校        

          

重 点 目 標 

１ 学ぶ楽しさが実感できる「本気で学ぶ」授業を創造する 
２ 児童一人ひとりのよさを生かし、「自己実現を図る力」をはぐくむ 
３ 「喜んで出勤、満足して退勤」する教職員、学校づくりを強力に推進する 
４ 「地域とともにある学校づくり」を推進し、未来社会を切り拓く 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

●子どもを主語にした教育活動の展開 

・本校の子どもたちの学習の様子からは、与えら

れた課題について非常に熱心に取り組むことが

できるが、その一方、自ら問いをたて試行錯誤

しながら解決していくという面では課題が見ら

れる。 

・従来の「教師が教える」スタイルから「子ども

が自ら学ぶ」スタイルに、教職員のマインドセ

ットを切り替えていくことが必要である。 

・基礎的・基本的な知識・技能の定着や学力・学

習意欲に関して個人差が大きいことから、ＩＣ

Ｔを有効に活用しながら、個に応じた指導・支

援を行っていく。 

・子どもを主語

にした「本気

の学び」の実

現 

①各学級において、「問い」を大切に

し、主体的に学びに向かう学習活動

を展開する。 

②子どもたちが自らの学びを、日常生活

や将来に生かすことのできる授業を

創造する。 

・一人ひとりの教職員が年間１回以上の

授業公開に主体的に取り組み、授業改

善の意識を高めることができたか。 

・振り返りの場面において、子どもたち

が自らの学びを日常生活や将来につな

げる記述が見られたか。 

 

 

 

  ・個別最適な学

びと協働的な

学びの一体的

な充実 

①教職員の主体的な学びの実現に向け、

週１回の研修時間を確保し、学校課題

研究を軸にボトムアップでの研修を強

力に推進する。 

②デジタルの力でリアルな学びを支える

ために、ＩＣＴの効果的な活用を図

る。 

・研修アンケート（教職員）にける研修

満足度に係る肯定的な回答が増加して

いるか。 

・学びの指標の「自分の考えを表現した

り共有したりする時に、学習ソフトを

使っている」の肯定的回答の割合が増

加しているか。 

   

2 

●「喜んで登校し満足して下校」できる学級・学校の実現  

・教職員は一人ひとりの子どもたちに真摯に向き

合い、個に応じた指導・支援を行っている。 

・昨年度、長期欠席の児童が非常に多く見られ

た。また、欠席の事由が「病欠」となっていて

も、その背景を探ると様々な理由が複合的に関

連しているケースも多い。専門職の活用及び外

部機関との連携、子どもたちのレジリエンスを

はぐくむ活動の充実が急務の課題である。 

・学校が子どもたちを「ひきつける」努力に加え

て、家庭が子どもたちを「送り出す」取組も重

要である。 

・一人ひとりに

寄り添った教

育支援・相談

に向けた校内

体制の充実 

①スクールダッシュボードの活用、校内

委員会の実施により児童の状況を的

確に把握し迅速に対応する。 

②Solaるーむやオンラインによる学習な

ど、児童の状況に応じた効果的な学

びの場を設定する。 

・学校評価（児童）における満足度に係

る項目の肯定的回答の割合が増加して

いるか。 

・Solaるーむの運用体制を確立し、状況

に応じた多様な学びの場を設定するこ

とができたか。 

   

  ・長期欠席児童

への早期対応

及び外部機関

との連携強化 

①専門職、外部機関との連携を密にし、

学校だけでなく関係諸機関とつなが

りながら対応を行う。 

②専門委員会に不登校に係る取組を検討

する時間を特設し、子どもたちのレ

ジリエンスをはぐくむための活動に

ついて検討する。 

・教育相談日や面談等の機会を通して、

関係機関と家庭とのつながりを築くこ

とができたか。 

・専門委員会で検討した子どもたちのレ

ジリエンスをはぐくむための活動につ

いて、実際の教育活動の中で実行する

ことができたか。 

   

3 

●学校運営協議会、ＰＴＡと一枚岩となった学校経営の実現  

・学校安心メールや文書配信用のアプリケーショ

ンなどを活用して、家庭や地域に向けての情報

発信を積極的に行うことができている。 

・学校・家庭・地域とが一枚岩となって子どもた

ちの教育活動を展開できるように、目指す学校

像について「喜んで登校、満足して下校」とい

うキャッチフレーズを設定した。 

・地域の強力なバックアップを基に、「地域とと

もにある学校づくり」に向けて、地域の人材、

物的資源を有効に活用する必要がある。 

・地域や関係諸

機関との連携

した教育活動

の実施 

①家庭、地域に向けて、的確で迅速な安

心メールの配信やＷＥＢページの更新

による情報発信を行う。 

②地域行事に積極的に参加し、家庭・地

域と顔の見える関係を構築する。 

・学校評価における「学校は家庭との連

絡・連携を適切に行っているか」の肯

定的回答の割合が増加しているか。 

・家庭、地域、関係園の職員等と顔の見

える関係が構築できたか。 

   

  ・「郷土に対す

る 誇 り と 愛

情」をはぐく

む教育の推進 

 

①地域の人材、物的資源を有効に活用し

た教育活動を展開する。 

②学校運営協議会に児童も参加すること

で、自分たちの住む地域をみずからよ

くしていこうという社会参画意識を醸

成する。 

・各学年において、地域人材や専門家を

ゲストティーチャーに招いた教育活動

が実施されたか。 

・学校運営協議会に１回以上児童が参加

することで、社会参画の意識が高まっ

たか。 

   

4 

●安全、清潔、静謐な教育環境の創出 

・廊下や教室内に物が多く置かれている状態につ

いては、昨年度から大幅に改善が図られ、子ど

もたちが落ち着いて学習に取り組むことができ

る環境に近づいた。 

・清掃活動について、「何のために行うのか」と

いう意義を踏まえて、清掃部を中心にこれまで

の取り組み方を見直し新しい清掃活動を考える

ことができた。今後、見直した新しい清掃活動

の定着を図ることが課題である。 

・安全・安心で

落ち着いた教

育環境整備の

実現 

①整備された空間を維持するための新し

い清掃活動の在り方を見直し、定着を

図る。 

②教育環境の整備と教材の充実のため

に、全職員による備品の点検・整理を

行う。 

・学校評価（保護者）における「学習環

境を整え美しい環境づくりに取り組ん

でいる」の肯定的回答の割合が増加し

ているか。 

・備品の点検・整備作業を通して、環境 

 が整備された状況を実現できたか。 

   

  

・「数字」を通

した教育活動

の成果につい

ての点検実施 

①感覚ではなく、「数字」を通して教育

活動の成果を点検する意識を醸成す

る。 

・教職員の「数字」を通した教育活動の

成果の点検の意識が高まったか。 

   

5 

●「喜んで出勤し、満足して退勤」する教職員組織の確立  

・昨年度の教職員の意識調査において、仕事に対

してやりがいを感じている教職員が１００％と

いう結果が得られた。その一方、時間外在校時

間が４５時間を超える教職員も多く見られた。 

・今後は、「働き甲斐」と「働きやすさ」の両面

から、学校の様々な教育活動をその本質を捉え

ながら見直していく必要がある。 

・新採用教職員が４名着任するなど、職員の平均

年齢が徐々に下がってきている。その中で、一

人ひとりの教職員の資質・能力の向上を図るこ

とは急務の課題である。 

・本質を踏まえ

て行動し、自

走する組織の

構築 

①「本質を踏まえた教育活動となってい

るか」という視点で、教育実践や業

務遂行計画を見直す。 

②「働きやすさ」と「働き甲斐」をセッ

トにした働き方改革を推進する。 

・学校行事等について、単純に前年踏襲

するのではなく、本質を踏まえた見直

し・改善が図られているか。 

・教職員調査の「働き甲斐」に関する肯

定的な回答の割合が増加したか。 

 

 

 

  
・ 「 人 を 育 て

る」学校経営

の推進 

①運営委員を要とした組織的教育活動を

展開し、ミドルリーダーを育成する。 

②教職員の専門性向上に向け、指導者を

招聘した研修会を実施する。 

③一人ひとりの「やるべきこと」と「や

りたいこと」を明らかにし、教職員の

主体的な学びを力強く推進する。 

・年間を通して、新たなミドルリーダー

を育成することができたか。 

・指導者を招いた授業研究会、研修会を  

  年間５回以上実施し、教職員の資質の 

  向上を図ることができたか。 

・教職員が、主体的に学ぶことができた

か。 
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